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ドローン散布も請け負っています。
ご相談ください！！防除の様子はコチラ 

新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。
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特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

ヨトウ類に活性の高い「アイザワイ系統」とコナガ・アオム
シ・オオタバコガに活性の高い「クルスターキ系統」の両
方の殺虫活性を併せ持つハイブリッド型BT剤です
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喜多社長のフィロソフィ日記「真の創造に至る道筋」 当社では、営業支援ツールとしてSalesforceを導入している。お客様から電話やFAXなどで
注文をいただくと、担当者がSalesforceへ受注入力を行う運用となっている。近年はメーカーや物流の影響もあり、発注から納品までのリードタイムが
長くなってきた。在庫がない商品は迅速に仕入先へ手配しなければ、お客様への納品が遅れてしまう可能性がある。そのため、「注文を受ける→在庫を
確認する→必要であれば手配する」という一連の流れを、これまで以上に早く、正確に行うことが求められている。その運用を見直している中で、一つの
疑問が湧いた。受注入力後は、注文した商品一つひとつの在庫を確認し、在庫がない商品は手配するという手順になっている。しかし、この在庫確認の
作業に思いのほか時間と手間がかかっていた。
私自身も、その運用を当たり前のものとして受け入れ、深く考えることはなかった。しかし、「もっと簡単にできないだろうか」「もっと早く在庫確認ができ
ないだろうか」と考えたことが、今回の改善の出発点だった。そこでAIを壁打ち相手にしながら様々な方法を検討し、一つひとつ仮説を立て、実際に検証
を重ねていった。その結果、Salesforceの標準機能だけで、商品ごとの在庫確認をよりスムーズに行える方法を見つけることができた。今回改めて感じ
たのは、改善のきっかけはAIではなく、「当たり前」を疑ったことだったということである。
ちょうどその頃、朝礼で『成功への情熱』の「真の創造に至る」という項目を学んだ。そこには、真の創造とは現在の常識の延長線上ではなく、その常識を
あえて疑うことで生まれる飛躍したインスピレーションによって実現すると書かれていた。私は今回の経験を通じて、「飛躍したインスピレーション」は突
然降ってくるものではなく、その前に「なぜだろう」「本当にこのやり方しかないのだろうか」と問い続ける姿勢があるのだと感じた。日々の業務に疑問を
持ち、当たり前を疑う。そして、「こうすればもっと良くなるのではないか」と仮説を立てる。そのアイデアを本当に実現できるのかを徹底的に吟味し、検証
を重ね、実行する。その積み重ねこそが、真の創造へ至る道筋なのではないだろうか。AIは創造そのものを生み出してくれるわけではない。しかし、仮説
を整理し、多くの可能性を示し、その実現可能性を一緒に吟味してくれる優れた壁打ち相手になってくれる。
これから当社は7月から9月にかけて一年で最も忙しい繁忙期を迎える。水稲本田のドローン防除、ハチやシロアリなどの害虫駆除など、現場は連日慌た
だしくなっていく。忙しくなると、私たちはどうしても目の前の仕事をこなすことに精一杯になり、「今まで通り」のやり方で仕事を進めがちである。しかし、
本当に生産性が上がる会社とは、忙しい時だからこそ「もっと良い方法はないか」「このやり方は本当に最善なのか」と問い続けられる会社ではないだろ
うか。真の創造とは、特別な才能を持った人だけが生み出すものではない。日々の業務の中で当たり前を疑い、小さな改善を積み重ねることから始まる。
そして、そのアイデアを実現できるかどうかを徹底的に吟味し、実行することで、新しい価値が生まれていく。AIは、その実現可能性を一緒に考えてくれる
心強い壁打ち相手である。しかし、改善の出発点はAIではない。「もっと良い方法はないか」と問い続ける私たち自身の姿勢である。繁忙期だから改善で
きないのではなく、繁忙期だからこそ改善する。そんな意識を全員で持ち、この繁忙期を乗り越えていきたい。

葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも


